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高齢者等のインフルエンザ予防接種負担の軽減を求める緊急申し入れ 

 

 季節性インフルエンザの流行期を前に、今年は新型コロナウイルス問題もあり、すでに医療機関

には「いつから接種できるのか」など問い合わせが相次ぐなど、府民に様々な不安や混乱が起こっ

ている。また季節性インフルエンザの流行期には発熱患者の増加が見込まれ、新型コロナウイルス

感染症と区別がつきにくいため、重症化すれば患者はもちろん、医療現場への負担増も懸念される。 

すでに厚生労働省は、今年は希望者が多くなることを予想し、インフルエンザワクチン 6300 万

人分を準備し、10月１日から定期接種対象者の 65歳以上で希望される方、60歳から 65歳未満で慢

性高度心・腎・呼吸器機能不全者等の基礎疾患をお持ちの方の接種を優先し、その他の方については 10

月 26日からとしている（自治体により若干の違いあり）。 

 こうした中、例年の自治体による独自の負担軽減等に加え、今年は全国の自治体で、感染症の収

束が見通せない中、積極的にインフルエンザワクチン接種を進めることにより、医療機関の負担と、

希望者の負担を軽減するため、65歳等以上の無償化などの具体化も始まっている。 

 このため、わが党議員団は以下の点について京都府として市町村と連携しつつ緊急に対応の具体

化を強く求めるものである。 

 

１、正確な情報提供を市町村等と連携して徹底することを通じ、接種希望者や医療機関に過度な

負担や混乱が起こらないよう万全を期すること。 

 

２、65歳以上、および 60歳から 65歳未満の基礎疾患をお持ちの方について、季節性インフルエ

ンザワクチンの接種の無償化を国に求めるとともに、京都府として無償化のための予算措置を

緊急に行うこと。 

 

以上 


